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着任のご挨拶 

 ６月に入り早いもので今年も折り返し地点の頃となりました。皆様お元気でお過ごしで
しょうか。今回は、新しく着任しました医師の紹介および7月7日（金）開催のリウマチケ
アサロンのご案内などを中心にお伝えいたします。最後までご笑覧いただけます 
と幸いです。 

 第7回リウマチケアサロン開催のお知らせ ～アイリッシュハープの音色とともに 

左より、前田整形外科医長、奥
田整形外科部長、松原院長、 
小林内科医長、塩沢院長代理 

内科医長 小林竜也（こばやしたつや） 

 三月から勤務させていただいております内科の小林です。神戸大第三内科の出身で、臨床では一
般内科、内分泌内科、骨カルシウム代謝でトレニーングを受けました。昨年まで、骨系統疾患と骨
格発生の遺伝学的手法を用いた基礎的研究に従事しておりましたが、この度、縁あって一般内科臨
床に従事する機会をいただき、日々、楽しく励んでおります。この病院では、スタッフの皆さんの
レベルも高く、基幹病院や大学病院レベルの診療や看護が、小規模病院ならではの機動力ときめの
細かさで行われております。今後も、整形外科専門施設としてのみならず、多岐にわたる内科疾患
に対しても良質な医療を提供できる地域の重要拠点としての病院の使命に貢献できるよう努めたい
と考えております。 

整形外科医長 前田俊恒（まえだとしひさ） 
 4月より松原メイフラワー病院にて整形外科常勤医として
診療しております前田俊恒と申します。これまでは神戸大
学病院にて整形外科、リウマチや関連疾患、骨粗鬆症など
の診療や研究を行ってきました。 
 薬物治療の発展や疾患概念の再構築、最近ではAIやロボ
ットなども登場してきており日々進歩する医療ですが、ひ
とを診るというのはいつの時代も変わりません。 
 整形外科医、リウマチ医の立場から、薬物治療や手術療
法、リハビリテーション医療まで、一人ひとりを総合的に
診ていき必要な医療をお届けすることで、みなさまの健康
を守っていきます。 
最新の医療をわかりやすく丁寧に説明、実践していくこと
を心掛けて診療を行っていく所存でございますので、どう
ぞよろしくお願いします。 

 
 

 7月7日（金）にリウマチケアサロンを開催いたします。今回は、当院前看
護部長上野かず子氏によるお話「自然治癒力を高める呼吸・瞑想法」と丹波
市在住のアイリッシュハープ奏者、岡良昭先生をお招きしミニコンサートを
開催いたします。なかなか聴く機会のないアイリッシュハープですが、その
優しく癒しの音色をぜひご一緒に楽しみましょう。参加費は無料ですので、
どうぞ事前申し込みの上お越しください。 
日時：2023年7月7日（金）13時30分から  定員：３０名 
場所：松原メイフラワー病院本館１Ｆ 喫茶アイリス  
参加費：無料      ＊定員になり次第、締め切ります 
申し込み、問い合わせ先：松原メイフラワー病院 
電話 0795-42-8851（代）担当：松本・森下・平野 
 
 外来担当表は裏面に記載しています 
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外来 

外来担当表 

    月 火 水 木 金 土 

午 前 
（9：00～ 
12：00） 

整形外科 
リウマチ科 
リハビリテー
ション科 

松 原 奥 田 松 原 松 原 奥 田 

  前 田   前 田 亀 長   

一般内科 
リウマチ科 
（膠原病） 

井 上 
（一般内科） 

塩 沢 小 林 
（一般内科） 

塩 沢 小 林 
（一般内科） 

午 後 
（15：00～ 
18：00） 

整形外科 
リウマチ科 
リハビリテー
ション科 

 

奥 田 前 田 栖 田 

  

奥 田 

    
奥 田 

（痛み外来） 
※完全予約制 

    

一般内科 
リウマチ科 
（膠原病） 

井 上 
（一般内科） 

小 林 
（一般内科） 

小 林 
（一般内科） 

小 林 
（一般内科） 

      

午前 
内視鏡検査 

井 上           

午後             

＊初診の方は、出来るだけ受付終了30分前までにご来院ください。 

 リレーエッセイ～リウマチ財団登録理学・作業療法士編～   

梅雨の時期到来で、傘の出番が増えますね。「降らずとも雨の用意」は千利休の言葉ですが、なかなか実践は難しく、
「ビニール傘、また増えてる。。。」となりがち。何事にも対応できる心の落ち着きがほしいものです。（K.K) 

 当院では日本リウマチ財団登録理学療法士2名、作業療法士１名が在籍しております。関
節リウマチの患者様が自分らしく生きるためには家族や友人、職場の人など周囲の理解が欠
かせません。関節の痛みや全身のだるさなどは見た目ではわかりにくい一方、病気が進行し
て関節の変形が起これば外観のことでも大きな悩みを抱えてしまいます。 
腫れて痛みの強い関節が放置されると、筋力が落ち、動きが悪くなり、変形が生じ、機能が
低下します。その結果、日常生活に支障をきたし、家事や仕事が出来なくなる可能性があり
ます。この失われた関節機能、日常生活動作、社会参加をとり戻す手段がリハビリテーショ
ンです。 
 当院ではリウマチ患者様に対し、運動療法、日常生活動作の練習、 
患者様教育 、装具療法などを実施しております。専門的な知識、技術 
を備え、リウマチ性疾患リハビリテーションを提供する理学療法士・ 
作業療法士として患者様や家族および他の医療職、多くの市民から信 
頼されるリウマチ性疾患に精通した理学療法士・作業療法士をスタッ 
フ一同目指していきたいと思っております。 
           （リハビリテーション科主任 岡本純弘） 


